
 

 
 

重大疾病：直近 10年におけるプライシング

とトレンド 

重大疾病保険は、およそ 40 年ほど前に南アフリカで発売され、

その後世界でも販売されるようになりました。この商品は、以前

は病気で亡くなっていた人が、治療の進歩によって長生きし、そ

の病気を抱えて生きていくための経済的な安定を目的として開

発されました。この記事では、南アフリカの視点から観察された

傾向を考察します。 

 

この数十年間、商品内容を拡大し、異なる重症度やより多くの疾

病に対応する必要性が認識されたことにより、この商品は発展し

てきました。医学的スクリーニングや、診断のための検査や技術

の向上も、様々な重大疾病の給付金請求の発生に大きく影響し

ています。世界では、様々な重大疾病、特に特定のがんが顕著

に増加しています。 

 

新型コロナウイルスは、直近２年の給付金請求実績に影響を与

えています。入手可能なデータに基づいて、さらに調査を進め、

これをプライシングや商品開発、引受に反映させる必要があると

いうことは明らかです。 

 

この結果、最大 261 の疾患をカバーし、病状の重症度によって

給付金額が決まるハノーバー・リーのスタンダードな総合商品を、

南アフリカ向けに開発しました。2012年 1月 1日から 2021年 9

月 30日までの南アフリカの被保険者の経験データに基づいて、

対応する重大疾病の計算基礎を導き出しました。これは、直近

10 年の実績を正確に反映し、将来のトレンドを考慮した最新の

計算基礎を決定することが目的でした。また、この調査は

13,000件の給付金請求を対象としており、主要な給付金請求の

カテゴリーのモデルを作成するのには十分でした。 

 

重大疾病の給付実績の一番大きな要因は？ 
商品が進化し、最大 261 の疾患をカバーできるようになりました

が、主な支払事由は、この商品の発売開始時からカバーされて

いた疾患に関連しています（がん、心筋梗塞、脳卒中、冠動脈バ

イパス手術）。 

  

がん、心血管系、神経系のこれら３つが、全ての支払事由のお

よそ 76％を占めています。 

 

疾患別の支払保険金 

 
 

これは、ハノーバー・リーの支払対象としている全疾患に占める

割合（48％）と対照的です。つまり、現在支払対象になっている

半分以上の疾患が、支払給付金の約 25％にしか相当しないと

いうことになります。 

 

疾患別のハノーバー・リーの商品定義 
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がん 

被保険者のうち、がんは、全ての重大疾病給付金の約

39％を占めています。その主なタイプは以下のとおりで

す。 

 大腸、胃、食道を含む胃腸がん。なかでも、大腸が

んが 80％を占める 

 メラノーマとその他皮膚がん 

 血液がん、主に非ホジキンリンパ腫と白血病 

 

「The South African National Cancer Registry1 」による

と、最も一般的ながんは以下のとおりです。 

 乳がん 

 胃腸がん 

 前立腺がん 

 

「WHO2」によると、がんは、世界的に主要な死因となっ

ています。最も一般的ながんの種類は（新規に発症した

がんでみると）以下のとおりです。 

 乳がん 

 前立腺がん 

 大腸および直腸がん 

 胃がん 

 皮膚がん 

 肺がん 

南アフリカ、世界の人口および被保険者の間では、乳が

んと前立腺がんの比率において顕著な違いが認められ

ます。 

 

心血管系 

被保険者のうち、心血管系は、全ての重大疾病給付金

の約 19％を占めています。一番大きな要因は以下のと

おりです。 

 心筋梗塞 

 冠動脈バイパス手術 

 不整脈 

 心不全 

 

 

 

神経系 

被保険者のうち、神経系は、全ての重大疾病給付金の

約 18％を占めています。一番大きな要因は、 

 脳卒中 

 変性疾患 

トレンド – データと調査の分析 

ハノーバー・リーの重大疾病の計算基礎を見直ししたところ、こ

の調査期間中、給付金請求に上昇傾向があることが認められま

した。各給付金請求のカテゴリーごとに分析した結果、以下のグ

ラフのように、がん、心血管系、神経系の疾患によって、この傾

向が引き起こされていることがわかりました。  

 

年次トレンド 

 
2020 年以降、呼吸器疾患についても有意な上昇傾向が認めら

れましたが、この時期の新型コロナウイルスの給付金の誤分類

のためだと考えられます。早期診断が保険金の発生に及ぼす影

響を理解するために、重症度別に給付金を分析しました。 

 

重症度別の年次トレンド 
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上のグラフから、上昇傾向は、深刻な病状と関連する、より重症

度の高いレベルで給付金が支払われているということがわかり

ます。これは、早期診断やスクリーニングが、重大疾病の上昇傾

向の主要な要因ではないことを示しています。 

 

考えられる理由としては、より進歩したスクリーニングによる疾患

は、給付金の大きな割合を占めてないこということです。（例えば、

乳がんは、被保険者のうち、がん給付金の大きな割合を占めて

いない） 

 

がん 

がんは、増加傾向にある重大疾病に最も影響しています（増加し

たうちの３５％が、がんに相当）。胃腸がんは、何年にもわたり、

一番高い上昇率と一番高い粗発生率がみられます。また、乳が

んと男性の生殖器がん、メラノーマの増加傾向もみられます。 

 

これは、人口調査と一致しています。  The South African 

National Cancer Registryから得られたデータによると、乳がん、

前立腺がん、メラノーマ、胃腸がん、血液がん、そして呼吸器系

がんが、一般人口で有意な増加がみられます。また、粗発生率

からみると、メラノーマ、前立腺がんが一番大きく増加し、40％以

上も比率が上昇しています 1。 

 

全世界では、がんの発生率も上昇しています。様々ながんが要

因としてあげられ（女性生殖器、男性生殖器、メラノーマ、腎臓、

血液がん、呼吸器系）、腎臓がんとメラノーマの増加が一番大き

く、粗発生率で 20％以上も比率が上昇しています 2。 

 

がんの発生率が上昇することの可能性として 

• がんの予防のための取り組みの増大。特に乳がんと前立腺

がんでのスクリーニングが、公共と民間の両方で優先度が

高く設定されている 

• メラノーマの場合は、ホクロの発見やモニタリング（マッピン

グを含む）などの意識の高まった可能性がある 

「The South African Journal of Oncology３」は、彼らがモデリン

グの対象としている全種類のがんの発生件数が増加しており、

2019 年から 2030 年の間では、発生件数が現在の倍以上にな

るという予測まで示されています。そしてここでは、非ホジキンリ

ンパ腫と前立腺がんが主たる要因とされています。 

 

この論文では、がんと年齢には強い相関関係があり、高齢化社

会が発症率の上昇を牽引していると、人口統計学と疫学的な理

由が述べられています。さらに、環境的要因と食生活も影響を及

ぼしており、この上昇現象は世界においてもみられます。 

 

心血管系 

南アフリカでは、心血管疾患に関する収集されたデータは乏しい

です。ただし、入手可能な研究結果を踏まえると、心血管疾患全

体はわずかな減少傾向にあります 4。別の研究では、心臓発作、

の減少傾向を指摘するものの、それに付随して不整脈と心不全

の上昇が現れています 5。この研究結果は、被保険者の実績で

認めれるものに、非常に類似しています。 

 

神経系 

神経系疾患もまた、南アフリカにおいて収集されたデータは乏し

いです。入手可能なデータによると、脳卒中の発生率が上昇して

いますが、これは被保険者の実績と一致しています 6。 

 

新型コロナウイルスの考慮すべき点 

重大疾病の請求実績の分析によると、パンデミックを境に注目

に値するいくつかの変化がみられます。それは、2020 年の給付

金請求が減少したものの、その後一転して増加してきたことです。

コロナ禍のロックダウンのレベルによって検査と診断が減少した

ことを理由に、2020年に発見されなかった疾患が進行とともによ

り重症度を増したことが可能性としてあげられるかもしれません。 

 

ひとつの例としては、心血管系の発症が2020年に減少し、2021

年には増加したこと。また、2021 年にはがんの請求もまた顕著

に増加しています。（コロナ禍以前から存在した増加をはるかに

超える増加傾向がみられる） 

 

期間別の重症度 
 

 
 

重症度別の給付金支払の分析から認められるように、より重症

度の高い支払給付金の割合が、2021 年は有意に、特にがんに

おいては増加したことが確認されました。 
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期間別の給付金額 

 

重大疾病保険における請求の内訳の変化は、死亡保険にも影

響を及ぼしています。重大疾病保険と死亡保険のコロナ禍前後

の請求事由の相対変化を、下のグラフで表示しています。 

心血管系疾患の診断の遅れの影響と、それに伴い、その後の重

症度の高い請求が増加した結果、心血管系の死亡者数の大幅

な増加につながっています。  

 

商品別の給付金の影響 
 

 

新型コロナウイルスが医療保険に及ぼす長期的な影響に関する

研究が多く存在します。その中からいくつかを列挙します。 

• 新型コロナウイルスの感染歴のある人は、心不全を発症す

るリスクが高まっています。研究によると新型コロナウイル

ス後遺症患者においては、心不全の確率が 72％上がると

指摘されています。被保険者においても、上昇を示し、特に

2021 年は顕著に見受けられます。これは、心不全の確率

が上がると、研究にて指摘されている新型コロナウイルスの

ためかもしれません。 

• 新型コロナウイルスの後遺症の症状は、脳卒中のリスクが

高まることにもつながる可能性もあります。新型コロナに罹

患歴のある人は、中期から長期にわたって脳卒中が起こる

可能性が 52％高くなっています 7。  

• また、新型コロナに罹患した人は、呼吸器疾患のリスクも上

がっています。研究では、新型コロナの後遺症患者が、呼

吸器系疾患を発症する確率が 30％高まることを示していま

す 8。 

今後のプライシングでは、新型コロナウイルスの直後と長期にわ

たる両方のインパクトについて考慮する必要があります。 

 

今後の展望 

我々の被保険者経験データにおいては、明らかに上昇する傾向

が見られているので、将来のトレンドを、重大疾病のプライシン

グに、正確に反映させなければなりません。  

 

経験データにおいて、新型コロナウイルスの直後と長期の影響

には、ばらつきがあることも確認しました。また、一部の主要な支

払事由（心臓、脳卒中、呼吸器疾患、精神疾患）においては、新

型コロナウイルスの長期の影響があることが研究でも確認され

ています。 

 

この分野は不確実性が高いため、定期的に実績をモニタリング

しながら、重大疾病の計算基礎を継続して調整していきます。ま

た、弊社のメディカルチームと協力し、継続して調査を行っていき

ます。  

 

 

重大疾病に関する膨大なデータを入手でき

ますので、定期的にそれらを分析し、トレンド

を把握し、プライシング・ベースを調整し、反

映させていきます。  
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